
宗谷南農業協同組合

第9回通常総会の様子



5
月
24
日
、
枝
幸
町
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
出
席
者
１
２

５
名
（
本
人
出
席
62
名
、
委
任
状

出
席
19
名
、
書
面
議
決
書
出
席

44
名
）
の
中
、
宗
谷
南
農
業
協
同

組
合
第
9
回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。





4
月
23
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
幸
林
に
て
、

新
規
就
農
者
・
就
農
希
望
者
が
系
統
機

関
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
は
、
石
田
幸
也
さ
ん
、
廣

川
拓
也
さ
ん
、
菅
原
一
人
さ
ん
、
米
田

徹
さ
ん
と
、
今
年
就
農
す
る
川
上
雅
弘

さ
ん
夫
婦
が
出
席
し
、
現
在
就
農
へ
向
け

研
修
を
行
っ
て
い
る
、
井
出
康
太
さ
ん
、

孫
叡
さ
ん
夫
婦
、
中
新
井
田
光
さ
ん
、

深
田
雄
也
さ
ん
と
、
将
来
就
農
を
考
え

て
い
て
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
で
働
い

て
い
る
、
小
野
寺
ゆ
き
こ
さ
ん
、
長
谷
川

泰
斗
さ
ん
、
後
藤
新
さ
ん
、
山
本
稜
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

始
め
に
向
井
地
組
合
長
よ
り
、
新
規
就

農
に
当
た
り
大
事
な
こ
と
は
、
地
域
と
の

連
携
で
あ
り
協
調
性
を
何
よ
り
大
事
に

し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
就
農
し
て
か
ら
は
、

奥
さ
ん
や
、
子
供
達
が
や
り
が
い
が
あ

る
と
思
え
る
よ
う
な
経
営
ス
タ
イ
ル
を

作
り
、
「
魅
せ
る
酪
農
」
を
是
非
行
っ
て

頂
き
た
い
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

続
い
て
ホ
ク
レ
ン
稚
内
支
所
吉
田
支
所

長
か
ら
、
系
統
推
進
の
中
で
、
ホ
ク
レ
ン

事
業
改
革
プ
ラ
ン
及
び
販
売
・
購
買
・
営

農
支
援
を
三
位
一
体
と
す
る
事
業
運
営

を
基
本
戦
略
と
し
、
生
産
性
の
向
上
か

つ
コ
ス
ト
低
減
を
テ
ー
マ
に
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
所
で
あ
り
、
こ
の
意
見
交

換
会
が
今
後
の
営
農
活
動
に
対
し
有
意

義
に
な
る
よ
う
お
願
い
し
、
挨
拶
と
し
ま

し
た
。
そ
の
後
ホ
ク
レ
ン
各
課
か
ら
、
事

業
内
容
の
詳
細
な
説
明
が
あ
り
意
見
交

換
会
へ
と
進
み
ま
し
た
。

ま
ず
川
上
さ
ん
か
ら
「
土
壌
診
断
の
適

切
な
時
期
は
い
つ
か
」に
対
し
、
ホ
ク
レ
ン

稚
内
支
所
生
産
資
材
課
内
山
課
長
よ
り
、

「
堆
肥
を
含
め
た
、
施
肥
の
影
響
を
受
け

に
く
い
時
期
、
早
春
や
牧
草
収
穫
直
後

等
が
適
切
な
時
期
で
、
粗
飼
料
分
析
や

土
壌
診
断
の
分
析
結
果
を
元
に
最
適
な

肥
料
を
選
定
す
る
事
が
大
事
」
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
時
間
の
都

合
上
食
事
を
と
り
な
が
ら
の
意
見
交
換

が
続
き
、
「
省
力
化
を
行
う
方
法
は
」
、

「
就
農
す
る
に
当
た
り
必
要
な
機
械
は
」
、

「
現
在
行
っ
て
い
る
補
助
事
業
は
今
後
も

続
く
の
か
？
」
、
「
枝
幸
で
生
産
さ
れ
た

牛
乳
は
ど
う
な
る
の
か
？
」
な
ど
基
本

的
な
事
か
ら
専
門
的
な
事
ま
で
様
々
な

質
問
が
飛
び
交
い
有
意
義
な
意
見
交
換

会
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

閉
会
の
挨
拶
で
は
、
ホ
ク
レ
ン
稚
内
支

所
営
農
支
援
室
佐
藤
聡
浩
室
長
よ
り
、

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
皆
様
に
と
っ
て

大
変
有
意
義
な
も
の
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
も
大
変
参
考
と
な

る
意
見
交
換
会
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

北
海
道
酪
農
は
自
給
飼
料
を
収
入
に
代

え
る
と
い
う
基
礎
が
あ
り
ま
す
、
ホ
ク
レ

ン
に
と
っ
て
の
基
礎
は
皆
様
で
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
同
じ
目
線
で

事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
と
、

意
見
交
換
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。



5
月
12
日
、
ホ
ク
レ
ン
豊
富
地
域
家

畜
市
場
に
て
、
道
北
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ

イ
ト
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
に
岩
田
政
彦
氏
（
北
広
島

市
・
酪
農
家
）
が
、
デ
イ
リ
ー
ク
イ
ー
ン

に
は
、
当
農
協
の
営
農
課
西
本
係
が
選

任
さ
れ
、
宗
谷
・
留
萌
管
内
よ
り
94
頭
、

当
農
協
か
ら
は
、
６
戸
12
頭
が
出
品

さ
れ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
し
て
の
資
質
を

競
い
ま
し
た
。

1
部
で
、
小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の

「
オ
ム
ラ

フ
ジ
サ
ン

ブ
ラ
ッ
ク

Ｅ

Ｔ
」
が
一
位
、
2
部
で
、
高
橋
慶
大
さ

ん
出
品
の
「
ポ
ー
ル
ス
タ
ー

ダ
イ
ア

モ
ン
ド
バ
ツ
ク

デ
リ
ア
」
が
一
位
、
内

田
喜
久
男
さ
ん
出
品
の
「
ハ
ツ
ピ
ー
ラ

イ
ン

Ｌ
ジ
エ
ツ
ト

チ
ツ
プ
」
が
二
位
、

3
部
で
小
椋
義
則
さ
ん
出
品
の
「
オ
ム

ラ

ド
ー
マ
ン

エ
ミ
ー
ル
」が
三
位
、
10

部
で
、
関
口
真
也
さ
ん
出
品
の
「
Ｍ
．
Ｆ

ト
ラ
イ
ユ
ー
ン

チ
ツ
プ
」
が
二
位
と
そ

れ
ぞ
れ
上
位
入
賞
し
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

豊
富
町
の
栗
城
一
貴
さ
ん
出
品
の
「
エ

ツ
セ
ン
ス

ウ
イ
ン
ド
ブ
ル
ツ
ク

ゴ
ー

ル
ド

ア
ポ
ロ
」
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
は
、
幌
延
町
の
無
量
谷
裕
さ
ん
出

品
の
「
ノ
ー
ス
フ
イ
ー
ル
ド

ウ
イ
ル
キ

エ

ブ
ル
ツ
ク

Ｅ
Ｔ
」
が
輝
き
ま
し
た
。

出品番号１０４ 出品番号２２７ 出品番号２０８

出品番号３１２ 出品番号４０６ 出品番号１００６

5
月
26
日
～
27
日
、
安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
場
に
て
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
過
去
最
高
の
２
７
０
頭
の
出
品
が
あ
り
、
枝
幸
町

か
ら
は
6
頭
が
出
品
さ
れ
、
日
頃
の
乳
牛
改
良
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
審
査
員
に
は
、
共
進
会
認
定
審
査
員

の
福
屋
栄
人
氏
を
招
き
審
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
北
広
島
市

の
岩
田
政
彦
さ
ん
出
品
、
「
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ア
ス
ト
ロ
ル
デ

イ
ー

ロ
イ
」
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
清

水
町
の(

有)

田
中
牧
場
出
品
、
「
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル

フ
イ
ー

バ
ー
レ
イ
ブ
ン
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

第11部 第5位
審査員

恵庭市 酪農家

福屋 栄人 氏

デイリー

クイーンの

西本さん



5
月
15
日
～
16
日
の
2
日
間
で
、
女
性
部
視
察
研
修
が
行
わ
れ
、

部
員
14
名
が
参
加
し
北
広
島
市
に
あ
る
ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
、
千

歳
市
に
あ
る
北
海
道
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
㈱
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
で
は
、
新
鮮
な
農
畜
産
物
や
道
内
各
地
の

加
工
品
を
販
売
し
て
い
る
直
売
所
や
野
菜
料
理
に
こ
だ
わ
っ
た
農
村

レ
ス
ト
ラ
ン
で
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

北
海
道
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
は
、
醤
油
の
製
造
工
程
や
江
戸
時
代
に
使
用

し
て
い
た
道
具
、
北
海
道
限
定
商
品
な
ど
の
見
学
を
行
い
、
実
際
に

醤
油
の
色
・
香
り
の
違
い
を
体
感
し
て
き
ま
し
た
。

2
日
間
の
研
修
旅
行
を
通
し
て
、
例

年
9
月
・10
月
に
実
施
し
て
い
た
研
修

を
、
5
月
に
変
更
し
初
め
て
の
試
み
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
日
々
の
疲
れ
を
忘

れ
る
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
有
意
義
な

視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

5
月
29
日
、
音
標
保
育
所
で
青
年
部
に
よ
る
食

育
の
為
の
紙
芝
居
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

紙
芝
居
は
、
「み
ん
な
の
ミ
ル
ク
ジ
ャ
パ
ン
」と
い
う

題
材
で
生
乳
生
産
を
通
じ
、
子
供
た
ち
に
食
の
大

切
さ
を
伝
え
、
考
え
て
も
ら
う
の
が
趣
旨
で
す
。

紙
芝
居
終
了
後
は
、
み
る
き
ぃ
ち
ゃ
ん
よ
り
牛
乳

等
が
配
ら
れ
、
貰
っ
た
子
供
た
ち
は
す
ご
く
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
幸
せ
な
ら
手
を
叩
こ
う
」
を
子
供
た

ち
と
一
緒
に
歌
い
な
が
ら
踊
り
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
食
育
の
大
切
さ
を
改
め

て
実
感
し
、
今
後
も
酪
農
を
題
材
に
、
食
育
活
動

を
継
続
し
、
食
の
大
切
さ
や
酪
農
の
素
晴
ら
し
さ

を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
継
者
の
結
婚
適
齢
期
を
迎

え
る
人
が
増
え
て
き
て
い
る
中
、

お
め
で
た
い
話
が
舞
い
込
ん
で
き

ま
し
た
。

岡
島
の
三
野
宮
耕
一
牧
場
の

後
継
者
で
あ
る
尚
弘
さ
ん
と
、

中
島
光
明
牧
場
長
女
の
瑞
希
さ

ん
が
ご
入
籍
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
の
家
は
近
所
で
す
が
、

年
が
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

お
互
い
の
存
在
を
意
識
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
共

通
の
友
人
と
食
事
に
行
っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
急
接
近
、
尚
弘
さ
ん

の
ア
タ
ッ
ク
に
よ
り
交
際
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

尚
弘
さ
ん
は
、
「
天
然
な
所
が

あ
る
が
、
何
事
に
も
動
じ
な
い

所
」
、
瑞
希
さ
ん
は
、
「
普
段
は
冷

た
い
け
ど
、
時
々
見
せ
る
優
し
さ

と
、
頼
り
が
い
が
あ
る
所
」
と
お

互
い
の
好
き
な
所
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

将
来
は
、
子
供
を
3
人
ほ
し
い

事
と
、
１
０
０
０
ｔ
の
出
荷
乳
量
を

目
指
し
こ
れ
か
ら
は
二
人
で
頑

張
り
ま
す
と
今
後
の
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。



Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、

認
知
度
向
上
と
地
域
活
性

化
の
観
点
か
ら
、
６
月
12

日
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
公
式

戦
を
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道

ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
イ
タ
ー
と
し

て
開
催
し
、
来
場
者
に
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
と
コ
ラ
ボ
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
を
配
布
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
松
下
奈
緒
さ
ん

が
始
球
式
を
務
め
、
ち
ょ

リ
ス
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ダ
ン
ス
を

踊
る
な
ど
、
試
合
を
大
い

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
全
中
は
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
変
化
を
踏
ま

え
、
夏
前
に
政
策
確
立
に
係
る
取
組
み
を
強
化
す
る

方
向
を
示
し
、
本
年
は
６
月
７
日
に
与
党
政
策
責
任

者
に
対
し
て
全
国
段
階
の
政
策
提
案
を
実
施
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
で
は
全
国
大
会
に
先
立

ち
、
道
内
選
出
与
党
国
会
議
員
に
対
し
て
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
決
議
の
着
実
な
実
践
を
通
じ
た
自
己
改
革

の
進
展
に
向
け
、
課
題
と
な
る
准
組
合
員
の
事
業
利

用
の
維
持
、
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
移
行
に
伴
う
負

担
へ
の
配
慮
、
中
央
会
の
連
合
会
移
行
に
伴
う
税
制

に
関
す
る
所
要
措
置
な
ど
、
農
協
組
織
基
盤
対
策
に

関
す
る
意
見
交
換
を
通
じ
、
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
の
負
担

増
に
つ
な
が
ら
な
い
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
政
策

提
案
を
実
施
し
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

ホ
ク
レ
ン
は
、
社
会
・
地
域
貢
献
活
動
「
シ
ー
ズ

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
児
童
養
護
施
設
の
子

ど
も
た
ち
に
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
試

合
を
通
じ
て
元
気
と
勇
気
を
感
じ
、
地
元
・
北
海
道

へ
の
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
児
童
養
護
施
設

8
施
設
に
札
幌
ド
ー
ム
で
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
計
２
０
０

枚
と
限
定
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
、

２
０
１
３
年
か
ら
継
続
し
て
実
施
し
て

お
り
、
今
年
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お

伝
え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
北
海
道
交
通
安
全
協
会
に
対
し
、

飲
酒
運
転
撲
滅
う
ち
わ
５
万
本
を
始
め
、
交
通
安
全

旗
・
交
通
安
全
の
ぼ
り
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
「
全
道

小
・
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
２
０

１
７
年
度
入
賞
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
う
ち
わ
は
、
全

道
各
地
の
夏
祭
り
や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
で
地
域
住

民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
安
心
と
安
全
の
地
域
づ

く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民

の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を
守

る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的

な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま

い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・健
康
情
報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ

い
。



5
月
25
日
、
公
共
育

成
牧
場
の
夏
季
預
託

一
斉
入
牧
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

町
内
若
手
酪
農
家
、

町
職
員
、
農
協
職
員
、

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸

従
業
員
等
が
作
業
に
あ

た
り
、
酪
農
家
25
戸
か

ら
、
２
４
７
頭
を
搬
入

し
ま
し
た
。
一
端
、
牧

場
の
待
機
場
へ
運
ば
れ
、

体
重
測
定
や
、
個
体
識

別
番
号
の
確
認
を
行
っ

た
後
、
放
牧
地
へ
と
運

ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
5
月
30
日
に

は
舎
飼
預
託
さ
れ
て
い

た
３
８
０
頭
が
放
牧
地

へ
放
た
れ
、
元
気
一
杯

に
走
り
回
っ
て
い
ま
し

た
。10

ヵ
月
齢
～
20
カ
月

齢
の
育
成
牛
が
秋
に
は
、

50
㎏
～
１
０
０
㎏
増
体

し
、
妊
娠
牛
と
な
っ
た

育
成
牛
た
ち
は
、
元
の

酪
農
家
へ
戻
り
、
搾
乳

さ
れ
る
事
と
な
り
ま

す
。

4
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
感
謝
祭

は
、
園
芸
用
品
を
始
め
、
農
薬
・
酪
農

資
材
、
中
古
車
の
車
両
販
売
、
家
電

製
品
、
タ
イ
ヤ
等
の
販
売
、
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
祭
は
、
組
合
員
皆
様
を
始

め
、
一
般
の
お
客
さ
ん
に
も
多
く
の
来

場
を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
秋
に
も
感
謝
祭
を
開
催
す
る
予

定
で
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
来
店

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
も
様
々
な
取
り
纏
め
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

編
集
委
員

村
田

太

野
澤

隼
希

川
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲

牧草収穫は、農作業

事故に十分注意して、

怪我の無いようお願

い致します。


